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林 基治 ･大平耕司l)･森 琢磨l)･
山下大輔1)･清水慶子･光永捻子2)･
伊藤麻里子3)
(1)胎生期チンパンジー(死産)の前頭前野,
前帯状回について脳由来神経栄養因子 (BDNF)
含有細胞を免疫組絞化学法を用いて調べた｡その
結果､BDNFは2/3層と5層の一部の錐体細胞に
のみに観察された｡また樹状突起に強い免疫活性
があり､BDNFが樹状突起から分泌されている可
能性が示唆された｡さらにニッスル染色で前村状
回を染色したところ5層には大型のSindle細胞が
観察された｡本細胞はチンパンジー前頭前野やア
カゲザル前帯状回には観察されなかった｡従って
チンパンジーの前布状回にSpindle細胞が存在す
るという性質は､胎生期にすでに内在的に決定さ
れていることが考えられた｡
(2)BDNFの受容体TrkBのサブタイプ間の
BDNFによるダイマ-形成の発達についてマカク
サル大脳皮質を用いて解析した｡その結果､胎生
期ではチロシンキナーゼをもつTK+のホモダイ
マーのみが祝察され､生後ではチロシンキナーゼ
を持たないTK-の発現が増加するにつれてTK-ホ
モダイマー､TK+TK-ヘテロダイマーが形成さ
れることが明らかにされた｡
(3)BDNFに特異的なELISA法を開発し､
BDNFタンパク質のマカクサル脳内分布について
を調べた｡その結果､BDNFは海馬､大脳皮質の
前頭前野.側頭野に多く､視覚野には少なかった｡
またBDNF及NT-3のマカクサルの脳内における
mRNA鼠の発現星を調べるために両分子に特晃
的なRT-PCR法を開発した｡現在両mRNAの脳
内分布とその発達過程を調べている｡
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